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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

上澤　光生様（29）

階上町にて同胞2名、第2子長男として出生。階上町立赤保内小学校・階上中学校・八戸工業大学付属第二高等学校卒業後は八戸理容美容専門学校へ進学し卒業。その後東京へ行き美容師として勤務するが人間関係に悩み転職を繰り返していた。初飲は不明だが、4～5年程前の東京都在住時に友人と飲酒していた際「相手が因縁をつけてきた」と話し暴力事件を起し警察へ逮捕されている。その後飲酒時の問題行動は見られていなかった。H24年頃地元である階上町へ帰省し両親との生活が始まる。以後仕事へ就く事は無く、飲酒をしている事が多かった。H26.3.12持病であった血小板の病気で母様が死去。母様の死去にショックを受けていた様子あり連続飲酒状態となり、喫煙量も増加。父様が「何で朝から飲むんだよ。」「男は仕事に就かなきゃダメだ」「夜だけ適度に飲んだらいいじゃないか」「タバコは体に悪いから減らしなさい」等話すも一切聞く耳を持たずに連続飲酒を続けていた。飲酒量・喫煙量については不明。友人とのバーベキューの際に友人と口論となり再び暴力事件を起し警察に逮捕。1年程前より子連れの女性と付き合うようになり週に2回程本人宅へ泊まる生活をしていた。4～5ヶ月前からは彼女と半同棲状態となり彼女宅へ泊まる事が増え、週に2回程実家へ戻る生活を送っていた。H26.7月に入り彼女との外出時に彼女へ暴力を振るう事があり、本人同意の元、外出の際に警察へ“どのようにしたら良いのか”相談へ行った際暴力事件として扱われ、警察へ逮捕・拘留される（H26.7.11か18のどちらか）。逮捕後1年間の中で何度か暴力があった事が判明している。これまでに3度の暴力事件を起している経過から、警察・弁護士より専門治療を受けるよう説明があり、本人も「やめたい」と話している事から当院へ受診相談となる。8月4日（月）診察予定。

阿佐美　友美様（32）

宮城県仙台市にて同胞3名、第1子長女として出生。今までに精神科への受診歴は無く、家族も精神科を受診した事がない。地元の小学校・中学校卒業後看護学校へ進学。卒業後正看護師として地元の病院へ勤務していた。Ｈ24年に現在の夫と結婚。Ｈ25.6月に職場を退職し同年8月に第1子となる長男を出産。以後専業主婦となる。Ｈ25.10月夫の転勤にて八戸市へ移住。Ｈ26.1月頃より不安感を訴える事や育児に対する不安を口にするようになる。現在より1～2ヶ月前より症状悪化傾向となり、不安感が強く自身でコントロールする事が出来ず大声を出す事や物に当たる事があるとの事。時折不安感が増す事で希死的発言聞かれているが、行動に移す事は無い。

子供の寝つきにより夜間の睡眠にムラがあるが概ねとれ、食事もムラはあるが摂取する事が出来、体重減少もない。徐々に不安感が強くなっている事、自身でコントロールできない状態となっている事から当院への受診相談に至る。8月5日(火)診察予定。

＜外来情報＞

・玉岡　公子様～本人様より『食べ過ぎて困る』と訴えあり、体重増加はないもエビリファイ

内服中止となっている。

・佐藤　奈々恵様～青明舎より情報提供あり。就労継続支援Ｂ型事業所アグリの里を利用して

いきたいとの事で、8月8日（金）14時から担当者会議を実施予定。

・赤石　陽介様～8/9ハロマンス（100）1Ａ実施予定となっていたが、津軽方面へ行く為当日受診できないとの事で、本日ハロマンス（100）3/4Ａ実施している。次回3週間後、8/23来院予定。同日ハロマンス（100）3/4Ａ実施予定となっている。

　　　　　　　　外来終了後、清明舎にて友人が警察へ“脅されている”と通報した件に対してイライラ感訴え警察へ「人を殺すかもしれない」と連絡する事あり、保護目的にて警察へ連行されている。その後母様より連絡あり、入院をさせて欲しいとの事で、入院予定となっている。

・大久保　康弘様～幻聴は少なったとの事。夜間の睡眠は浅い感じがあったとの事でネルボン（5）1Ｔ→（10）1Ｔへ増薬、今後ロゼレムは徐々に減薬していく予定。　

